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十
月
十
日
U
H
H

「
校
体
育
の
行
¥
淀
み
わ
た
る

青
殺
の
も
と
、
各
地
で
遂
品
開
会
が
き
か
ん
で

す。

らか
ふ
だ
ん
の
漣
識
不
足
を
こ
の
日
ば
か
り
や
、

腕

i
も
ど
そ

7
と
し
て
も
義
で
す
。

闘

終

に

似

た

ち

は

、

雪

2
iタ
ワ
!
ぞ

閉
山

l
シ
ヨ
ン
約
発
達
に
よ
り
疹
く
こ
と
を
忘
れ

会
デ
ち
と
す
。

-
E
7
1
 

J
J
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潟
こ
れ
を
機
会
に
臼
ご
ろ
の
遂
動
不
足
を
将

認
識
し
、
朝
、
体
協
閣
を
す
る
と
か
、
出
勤
時

を
い
め
て
抑
制
ま
で
務
〈
な
ど
し
て
は
い
か
が

な
で
し
ょ
う
か
。

るす
休
日
に
、
郊
外
や
薄
紅
葉
の
淡
谷
な
ど
へ

盛
岡
お
出
か
け
の
」
安
凝
で
は
、
自
分
の
廷
で
内
問
然

ハ
川
市
町
市
中
を
務
く
こ
と
を
プ
ラ
ン
に
入
れ
、
秋
の

や
門
口
ざ
し
を
か
ら
だ
一
杯
に
あ
ぴ
て
腕
幻
骨
格
を
嫡

ち
む
の
も
楽
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

+俗的
一
吉
川
、
み
な
さ
ん
に
少
し
で
も
ま
小
と
毅

/
し
ん
で
い
た
だ
い
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
体
を

マ
き
た
え
て
い
た
だ
〈
た
め
に
予
知
貝
お
湖
畔
の

加
胤
修
道
や
肉
同
然
公
開
側
、
運
級
公
園
を
献
球
勝
糊
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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山
!
持
一
九
七

i
二
六
〉
か
ら

八
熊
)
を
い
た
だ
き
ま
し
た

を
村
斜
務
は
さ
っ
そ
〈
怒

ツ
コ
ヅ
い
家
庭
に
使
同
期
し
て

本
の
う
〈
こ
と
に
し
ま
し
た

去
る
九

V
中
野
治
郎
引
き
λ

(

日
に
お
八
)
か
ら
紋
宇
野
治

ト
L
ま
移
儀
委
終
的
中
よ
り

小
・
中
学
校
に
辞
ぷ

み
の
お
努
品
目
が
あ
り
車
し
た

じ
織
り
.
制
問
北
小
学
校
で
は

に
腕
瑚
る
を
・
湖
北
中
学
校
で

‘
い
た
終
段
を
総
入
し
、
教

大
喜
ぴ
向
一
叫
酬
に
し
て
と
途

わ
せ
て
い
た
だ
〈
こ

V
公
明
党
の
み
な
さ
河
笥

d
閣
悩
ま
し
た
。

ん
が
、
思
っ
て
い
為
気
認
胞
内
総

V
星

野

義

混
入
に
使
っ
て
い
た
拭
潟
、
い
V
必
詩
情
月
十
一
の
つ
制
聞

だ
こ
う
と
募
金
活
動
照
、

a
a
M硝
北
小
学
校
沼
務
員
を

を
行
い
ま
し
た
。
刻
J
4
4
1
1
&品
七
月
一
一
日
返
醐
輯
)
か

絡

を

な

お

ふ

話

、

雲

、

謹

ヰ

ま

義

務

き

れ

十
万
九
ぴ
九
十
一
関
川
お

Y
L
M出
た
硝
開
花
小
へ
滋
批
判
金

で
市
議
会
議
員
約
総
認
可

H
H
B
町
一
都
郡
五
万
燃
の
都

瀕
寅
雄
さ
ん
と
絞
本
演
説
倒

4
蛍
狩
が
為
号
ま
し
た
。

竹

雄

さ

ん

が

代

表

と

議

は

湖

一

霊

小

で

は

き

つ

な
り
市
議
マ
主
材
開
号
線
…
そ
く
す
レ
ピ
を
隣
人

ま

し

た

。

照

朕

rb降
}
し
、
出
品
盤
的
教
習
に

療
法
、
ね
た
き
り
の
老
人
総
照
寺
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

町
た
め
に
俊
う
ニ
と
に
し
ま
に
し
ま
し
た
。

し
た

.

w

小
熊
乃
布
弘
さ
ん
〈
識
吋
…

V
渡
辺
美
智
夫
さ
ん
〈
級
二
!
十
一
一
)
は
、
第
一
小
円
前

γ
図
七
番
十
一
号
)
か
ら
単
品

P
T
A会
後
で
あ
っ
た
故
小

人
総
仏
慌
に
お
後
い
く
だ
さ
い
熊
W
Y
A
民
的
香
料
よ
り
金
十

主
会
十
万
m
問
い
た
だ
き
ま
し
い
H
m
門
務
付
事
れ
ま
し
た
園

た
。
こ
れ
は
亡
父
{
渡
辺
嘉
こ
れ
法
務
…
小

t
殺
や
に

三
朗
聞
き
ん
a

九
月
十
二
日
死
そ
れ
ぞ
れ
が

H
m門
ヴ
ハ

J

務
付

と
〉
の
品
除
措
置
の
た
め
と
の
こ
き
れ
た
む
の
で
滞
納
拭
で
は
綴

と
で
す
の
で
市
は
老
人
総
数
数
絡
を
鴎
入

L
、
児
窓
生
徒

々
ン
タ
!
建
設
変
金
と
し
て
的
教
管
に
役
立
た
せ
る
こ
と

佼
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
e

に
し
ま
し
た

9

V
赤
紙
忠
一
さ
え
〈
官
制
野
山

M躍す

J
守

山

相ぷ

852 

パ
ド
ミ
Y
ト
ン

…
終
女
子

柿
崎
き
ち
子
制
制

緩
一
戸
一
合
一
千
九

線
描
摘
発
校
教
議

新
体
繰

高
校
女
子
同
凶
体

星
野
山
索
幾
子
M
W

罫惜持ム品。一

i

総一一戸官附愉悦

輔喝置

&圃

第
一
小
学
校
は
、
気
掛
臓
の
ゑ

織
の
た
め
に
プ
レ
ハ
ブ
投
合
十

川
関
数
畿
で
の
総
訟
を
余
儀
な
く

事
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
解
消

を
め
ざ
し
て
機
築
工
事
が
進
ん

で
い
ま
す
。

工
事
は
、
本
年
七
月
一
一
誌
に

務
工
、
来
年
内
二
n
丹
十
時
に
ぼ

鉄
筋
コ
ン

F
ワ
1
2
p
間
闘
機
袖
離
で

務
滋
検
察
一
十
説
家
、
特
別
救
援

〈
糊
噛
制
刊
淡
な
ど
)
一
一
曹
司
一
が
完
成

し
ま
す
。

蕗
輯
慨
は
一
一
、
二
川
附
…
w
T
方
メ

ー
ト
ル
、
総
工
事
費
に
…
臨
時
ド
札

予
な
…
常
国
万
m
門
ほ
ど
投
入
し
ま
す
会

齢
制
校
舎
が
完
成
L
ま
す
E
兇

榔
識
者
六
伝
説
各
線
姿
で
き
る
予

定
で
す
が
、
糊
制
緩
バ
プ
レ
ハ
ブ

校
舎
で
勉
強
し
ぜ
い
る
沈
痛
且
は

六一

0
・
名
ほ
ど
い
ま
す
の
℃
‘

と
め
兇
牽
を
全
部
税
務
い
た
し

ま
す
と
約
六
五
名
町
余
絡
が
あ

る
こ
と
に
な
り
，
ま
す
。

当
訟
は
、
入
口
的
地
淑
に
浮

い
.
出
品
帯
鳳
愈
絡
が
級
品
柚
噌
し
て
い

ま
す
。一

小
町
遜
去
三
年
織
の
兇
波

l} 

ガンバレ額体選手
我磯子から 10名出場

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
員
男
子

安
彦
一
一
千
一
線

潟
野
山
ぷ
削
間
半

中
山
世
帯
防
相
#
同
校
教
総

ハ
ン
ド
ポ

f
ん

教
員
労
子

中
百
図
桑
田
刀
M
W

相
対

4
γ
ι
t
e
l
r
M
i
J
ハ

拘判
H

知
子
官
開
校
教
諭

護軍

着 kC滋むーIJ、増総工事
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盛

郁
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紛

湖
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A
M
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ぷ
八

l
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V
h
ハ

火
井
終
結
河
機
内

特
別
区
齢
制
総
枠
制
臨
A
W

パ
ド
ミ
ン
ト

ν

高
校
女
子

山
師
尚
子
側

久
守
家
刷
出
七
九
1

…
帥
陥
没
高
校

パ
ド
ミ
h
f

・-?ン

官
開
校
女
子

平
野
美
子
代
側

久
事
ザ
家
凶
七
九
|

一
附
開
業
高
校

7
z
ン
シ
ン
グ

高
校
女
子

小
林
良
ソ
T
M開

制
切
俊
一
応
努
ザ
l
単

品官一一
μ
宵
附
校

様
相
棚
状
況
は
、
昭
和
約
十
六
怒

再
兇
鐙
数
て
一

oh代
名
に
比

べ
、
糊
明
十
悦
↓
、
ぃ
五
九
八
名
と
川
阻

ん
一
一
各
機
え
て
い
ま
す
。

昭
和
山
間
十
七
年
に
は
出
十
六

年
よ
り
一
一
点
一
名
酬
明
加
し
、
今

年
は
時
昨
年
よ
り
一
一
則
一
L
U

刺
激
え

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
告
を
増
加
状
況
は

小
以
外
出
学
校
に
も
み
ら
札
る

よ
う
で
す
が
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎

を
飽
貯
描
出
し
‘
隅
周
波
総
帥
憶
が
の
び

の
び
と
勉
強
柄
、
普
毒
機
刷
機
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
お
早
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

議
校
女
子

制
制
時
封
油
備
焚
山
側

久
鼎
ザ
家
溜
七
九

l

一
階
山
金
商
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

一
絞
女
子

敵
前
師
唱
え
の
子
例
制

本前向鴻

i
九
一
一
…

我
孫
子
潟
枚
数
泌

議
議
手
数
料
の

築
金
入
決
ま
る

清
掃
手
数
料
的
集
金
が
協
同
月
本
年
凶
月
か
ら
、
一
一
夜
月
分
を

か
ら
今
ま
で
突
絡
で
き
ず
た
い
一
…
測
に
い
た
だ
き
ま
す
@
猿
金

へ
ん
ど
泌
総
を
お
か
け
い
た
し
人
は
一
ヵ
年
分
的
領
収
書
を
持

ま

し

た

智

参

し

て

い

ま

す

の

で

、

み

な

さ

九
月
…
詩
か
ら
次
の
と
お
り
ん
の
ご
総
合
的
よ
い
よ
う
に
お

集
金
人
が
決
ま
り
ま
し
た
勾
絞
め
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
集
金
に
お
伺
い
い
た

A
集
金
人

し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
綴
い
協
同
沼
う
た
猿
戸
一

O
八
八

L
ま

す

怠

〈

榊

胤

〉

八

一

一

iccc.4

波
放
料
金
も
本
年
出
回
丹
か
ら
陶
脇
町
終
組
制
一
一
戸
一

O
九
O

次
的
と
お
号
絞
っ
て
い
ま
す
の
〈
愛
)
八
一
一

i
約
六
一
九

で
人
質
的
竣
絡
に
よ
る
科
会
的
井
上
主
み
予
務
一

l
ト
…
!

変
更
は
み
な
き
ん
的
場
織
に
よ
一
一
六
(
電
)
八
一
一

1
州問中為一ぷ六

号
、
総
迭
の
う
え
変
更
い
た
し
蝋
開
会
党
子
中
綜
一
一
一
六
五

ま
す
の
で
築
金
人
に
申
出
て
く
〈
後
〕
八
八
1
二
一
八
一
二

だ

普

い

務

開

時

滑

脱

俊

子

制

悌

一

三

33383333

ム一

掃
剛
被
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品
滅
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{
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ぃ
一
…
…
鑑
…
一
機
一
般
…
…
…
軟
…
…
…
…
一

文
化

に
ど
う
ぞ

今
年
時
我
絹
子
市
文
化
祭
時

間
開
催
日
制
幌
が
次
の
と
お
号
魯
ま

り
ま
し
た
e

蹴
問
主
的
方
々
が
い
れ
勺
た
い
ど

ん
な
綬
贈
賄
を
も
っ
て
い
る
の
か
、

野
縦
割
に
で
も
の
ぞ
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

ご
申
車
線
づ
れ
で
、
各
緩
め
綴

し
を
と
総
〈
だ
き
い
。

支
骨
鍛
祭

と

き

十

u
月
二
十
八
詩
〈
罰
〉

と
と
み
築
制
問
小
然
校

V
協
の
会

と
器
十
一
月
十
一
自
〈
仲
間
〉

ξ
こ
ろ
や
央
公
終
品
開

と
き
十
…
月
十
八
日
{
日

ξ
こ
ろ
中
央
公
民
総

V
悶
畿
大
傘

と
き
十
…
何
月
十
…
詩
(
日
)

と
こ
ろ
中
央
公
民
認

V
短
歌
大
会

k
s
十
一
月
二
十
ャ
品
目

(
日
)

と
こ
ろ
や
央
公
民
態

V
俳
句
大
会

(教事
n
惜
別
悶
閥
会
)

文

北

築

作

品

募

集

み
な
事
ん
的
日
療
の
作
品
者
。
一
一
然
食
五
品
官
官
栄
一
一
川
開
!

ぜ

ひ

お

努

せ

く

だ

幸

い

。

一

三

電

話

{

八

一

一

〉

三

ご

出
申
込
み
期
間
院
は
、
十
何
月
二
十
一
也
事
M
W
誌
表
装
の
こ
と

凶
詰
ま
で
マ
す
a

V

書事滋

申

込

み

先

⑬

山

同

高

裁

月

本

釘

二

l
山間

帯
翁
花
展

V
絵

画

電

話

(

八

一

一

〉

一

ム

ハ

出

一
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